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鱚
本
稿
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例
で
あ
る
、
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト

・
レ
ヴ
ィ
ン
に

法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
レ
ヴ
ィ
ン
が
現
在
入
院
し
て
い
る
ロ
ッ
チ
ェ

ス
タ
ー

一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件
の
全
文
訳
で
あ
る
。

七
九
才
の
男
性
入
院
患
者
で
あ
る
レ
ヴ
ィ
ン
は
、
老
年
期
脳
疾
患
、
動
脈

士心
　
　
＝側

武

硬
化
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
重
い
進
行
性
の
痴
呆
を

患

っ
て
お
り
法
的
に
無
能
力
で
あ
る
が
、
以
前
に
息
子
に
財
産
管
理
に
関
す

る
委
任
状
と
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権

（以
下
、
財
産
任
意
後
見
と
身
上

任
意
後
見
と
い
う
こ
と
も
あ
る
）
を
付
与
し
て
い
た
。
こ
の
息
子
が
任
意
後

見
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
滞
っ
て
い
る
父
の
入
院
費
用
支
払
に
あ
て

四

一
三

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト

・
レ
ヴ
ィ
ン
に
法
定
後
見
人
を

選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー

一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
モ
ン
ロ
ー
郡
第

一
審
一
般
的
管
轄
裁
判
所

い
い
∞
　
響
ｎＦ
る
・Ｎ
●
　
い
Ｎ
Ｎ
　̈
一
一
ト　
ワ
Ｆ
だ
ｒ
∽
ｏＮ
魚
　
”
『
い
〕
ド
一
一
”　
ワ
Ｆ
だ
Ｆ
ぞ
ｎオ
あ
ｏＦ
日
Ｘ
目
∽
　
Ｎ
Ｎ
ｅ

一
九
九
三
年
七
月
七
日
判
決

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
イ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件
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る
た
め
に
医
療
扶
助
制
度
の
償
還
を
受
け
る
こ
と
に
協
力
し
な
い
た
め
に
、

病
院
が
レ
ヴ
イ
ン
に
法
定
後
見
人
を
付
す
る
よ
う
に
申
し
立
て
た
事
件
が
本

件
で
あ
る
。

法
的
に
無
能
力
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
レ
ヴ
イ
ン
に
法
定
後
見
人
を
付
す

る
に
あ
た
つ
て
、
以
前
に
息
子
に
付
与
し
た
財
産
管
理
お
よ
び
身
上
監
護
に

関
す
る
任
意
後
見
と
新
た
に
付
与
す
る
法
定
後
見
の
競
合
が
本
件
の
中
心
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
ア
メ
リ
カ
各
州
の
制
定
法
は
、
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に

つ
い
て
、
大
き
く
Ｉ
全
面
的
競
合
型
と
Ⅱ
非
競
合

。
自
動
消
滅
型
に
類
型
化

さ
れ
、
さ
ら
に
Ｉ
は
①
統

一
法
型
、
②
任
意
後
見
優
先
型
、
③
調
和
型
に
、

Ｉ
は
①
全
部
消
滅
型
、
②

一
部
消
滅
型
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
こ

の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿

「
マ
レ
ー
対
マ
レ
ー
事
件
」
法
政
研
究
四
巻
四
号

一

九
二
頁
を
参
照
）。
本
件
が
提
起
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
統

一
継
続

的
代
理
権
法
の
非
採
用
州
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、　
一
般
債
務
法
第
五
‐

一
六
〇

一
０

条
に
よ
り
財
産
任
意
後
見
は
本
人
が
無
能
力
に
な

っ
て
も
消

滅
せ
ず
に
存
続
し
、
同
法
第
五
上

六
〇

一
②

条
に
よ
り
、
法
定
後
見
人
が

選
任
さ
れ
れ
ば
財
産
任
意
後
見
と
法
定
後
見
が
併
存
し
、
財
産
任
意
後
見
人

は
法
定
後
見
人
に
対
し
て
責
任
を
負
い
、
法
定
後
見
人
は
本
人
同
様
、
財
産

任
意
後
見
を
撤
回
し
修
正
し
終
了
さ
せ
る
権
限
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が

っ

四

一
四

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
Ｉ
①
の
類
型

（全
面
競
合

，
統

一
法
型
）
に
属
す

る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
精
神
保
健
法
第
八

一
。
三
二

〇
０

条
は
、
本
人
の
自
己
決
定
の
可
及
的
尊
重
の
見
地
か
ら
、
法
定
後
見

人
が
財
産
や
身
上
に
関
す
る
任
意
後
見
を
撤
回
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

本
件
で
は
ま
さ
に
こ
の
相
対
立
す
る
二
つ
の
法
律
の
解
釈
が
問
題
と
な
つ
た
。

本
判
決
の
意
義
は
、
①
財
産
任
意
後
見
人
が
自
ら
の
義
務
を
果
た
す
意
欲

や
能
力
が
な
い
場
合
に
は
、
法
定
後
見
人
で
は
な
く
裁
判
所
が
適
切
な
場
合

に
は
任
意
後
見
を
撤
回
す
る
固
有
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

②
身
上
任
意
後
見
に
つ
い
て
は
、
財
産
任
意
後
見
と
同
様
に
精
神
保
健
法
第

八

一
。
三
二
〇

０

条
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
衆
衛
生
法
第
二
九
九

二
条
を
適
用
し
て
、
身
上
任
意
後
見
人
に
義
務
履
行
に
つ
き
意
欲
と
能
力
が

な
い
と
き
に
は
法
定
後
見
人
が
身
上
任
意
後
見
人
の
理
解
を
求
め
る
特
別
の

訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
判
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に

関
す
る

一
判
例
と
し
て
、
本
判
決
を
比
較
法
的
見
地
か
ら
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る

（な
お
、
重
要
部
分
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
訳
者
が
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
）。



訴
訟
代
理
人

原
告
側
　
ニ
ク
ソ
ン
、
ハ
ー
グ
レ
イ
ヴ
、
デ
ヴ
ア
ン
ズ

ア
ン
ド

ド
イ
ル

（担
当
　
リ
チ
ャ
ー
ド

・
テ
ィ
ー

・
ヤ
ー
メ
ル
）

ア
ル
バ
ー
ト

・
レ
ヴ
ィ
ン
側
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
精
神
保
健
法
務
サ
ー
ビ

ス

（担
当
　
ケ
ヴ
ィ
ン

・
オ
コ
ー
ネ
ル
）

暫
定
的
後
見
人
　
チ
ャ
ー
ル
ズ

。
ギ
ス
ラ
ー

裁
判
官
　
コ
ー
ネ
リ
ウ
ス

レ
イ
モ
ン
ド

・
イ
ー

・
コ
ー
ネ
リ
ウ
ス
裁
判
官
に
よ
る
判
決
理
由

判
決
理
由
　
レ
イ
モ
ン
ド

・
イ
ー

・
コ
ー
ネ
リ
ウ
ス
裁
判
官

本
件
申
立
て
の
通
知
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
、
上
に
名
前
を
あ
げ

ら
れ
た
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
と
そ
の
他
の
者
は
、　
一
九
九

二
年
五
月
二
六
日
付
け
の
命
令
に
も
と
づ

い
て
、

な
ぜ
法
定
後
見
人

ε
暉

，
・●
す
・
）
が
精
神
保
健
法

（〓
ｏニ
ユ

国
Ч
性
Φ●
ｏ
ｒ

，
１
）
の
第
八

一

編
の
規
定
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
に
つ
い
て
、　
一
九
九

三
年
六
月

一
四
日
に
署
名
者
の
面
前
で
理
由
を
示
す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。

レ
ヴ
イ
ン
氏
は
、
老
人
ホ
ー
ム

（口
Ｃ
覇
す
”
Ｆ
ｏ
日
こ

で
療
養
を
受
け
て
い

た
と
き
に
経
験
し
た
い
く
つ
か
の
医
療
上
の
問
題
の
た
め
に
一
九
九
二
年
七

月
二
〇
日
に
入
院
し
て
以
来
ず

っ
と
、
ロ
ッ
チ
エ
ス
タ
ー

一
般
病
院
の
患
者

で
あ
る
。
本
件
特
別
手
続
は
、
こ
の
患
者
の
成
年
の
息
子
が
、
委
任
状

Ｃ
ｏ
ｌ
ｑ

ｏ
』
ユ
ざ
目
ｏし

に
よ
つ
て
代
理
人
に
選
任
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権

（Ｆ
ｏ
ｐ
】，

０，
８

●
『
ｏ
Ｈ
Ч
）
も
以
前

に
与
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
七
五
、
○
○
○
ド
ル
を
超
え

て
い
る
入
院
費
用
に
あ
て
る
た
め
に
医
療
扶
助
制
度

（〓
ｏ，
ｏ
性
ヽ
）
の
償

還
を
受
け
る
の
に
協
力
す
る
こ
と
を
拒
ん
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
ロ
ツ
チ
ェ
ス
タ
ー

一
般
病
院
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
精
神
保
健
法
第
八

一
。
〇
六
〇

０

条
は
病
院
の
最
高
経
営
責
任
者
が

法
定
後
見
人
の
選
任
を
求
め
る
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、

本
件
申
立
て
は
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー

一
般
病
院
の
副
経
営
責
任
者
に
よ
っ
て
真

実
性
の
宣
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
条
の
規
定
は

ほ
と
ん
ど
包
括
的
で
あ
り
、
法
定
後
見
人
選
任
手
続
を
開
始
で
き
る
者
と
し

て
列
挙
さ
れ
た
者
の
中
に
は

「無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
者

の
福
祉
に
関
心
の
あ
る
そ
の
他
の
者
」
（精
神
保
健
法
第
八

一
・
〇
六
回

国

条
）
も
入
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
お
い

て
は
、
当
裁
判
所
は
、
本
件
手
続
は
当
該
手
続
を
開
始
す
る
権
限
を
有
す
る

者
に
よ
つ
て
開
始
さ
れ
た
と
い
う
結
論
を
下
す
。

理
由
を
示
す
よ
う
に
命
じ
る
本
件
命
令
は
、
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て

四

一
五

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ツ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件
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ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
他
の
情
報
と
と
も
に
、
本
件
手
続
を
説
明
し
本
件
申

立
て
に
お
い
て
な
さ
れ
た
請
求
を
調
査
す
る
た
め
に
裁
判
所
査
定
官

↑
ｏ
ｃ
諄

８
，
ど

，
ざ
『
）
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
、
説
明
の
た
め
に

一

二
ポ
イ
ン
ト
か
そ
れ
よ
り
大
き
な
肉
太
の
活
字
で

一
行
お
き
に
打

っ
た
制
定

法
の
文
言
を
含
む
、
通
知
に
つ
い
て
、
精
神
保
健
法
第
八

一
。
〇
七
条
の
要

件
に
合
致
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、
本
件
命
令
は
裁
判
所
査
定
官
の
選
任
を

含
ん
で
い
な
か
つ
た
が
、
精
神
保
健
法
第
八

一
・
一
〇
条
に
基
づ
い
て
精
神

保
健
法
務
サ
ー
ビ
ス

（〓
ｏユ
Ｌ

口
Ч
性
ｏ●
ｏ
Ｆ
ｏ̈
Ｌ

∽
ｑ
く
い８
）
を
訴
訟

代
理
人

（８
“
口
器
じ

と
し
て
選
任
す
る
こ
と
は
規
定
し
て
い
た
の
で
あ

っ

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
当
該
申
立
て
の
結
果
報
告
日
以
前
に
失
効
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
医
療
扶
助
制
度
の
申
立
て
手
続
を
完
全
に
行
う
た
め

に
、
精
神
保
健
法
第
八

一
・
二
三
条
に
よ
っ
て
暫
定
的
後
見
人
も
選
任
さ
れ

て
い
た
。

一
般
的
に
、
精
神
保
健
法
第
八

一
。
〇
九
条
に
よ
っ
て
裁
判
所
は
裁
判
所

査
定
官
を
選
任
す
る
よ
う
に
要
求
さ
れ
て
お
り
、
当
該
条
文
は
裁
判
所
査
定

官
の
使
命
、
義
務
、
責
任
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
精
神
保
健
法
第
八

一
。
一
〇
０

条
は
、
訴
訟
代
理
人
が
選
任

さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
裁
判
所
査
定
官
を
選
任
し
な
く
て
も
よ
い
と

規
定
し
て
い
る
。
訴
訟
代
理
人
の
選
任
は
場
合
に
よ
っ
て
は
裁
判
所
の
裁
量

四

一
六

に
属
す
る
が
、
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
の
側
か
ら
申
立
て
に

対
し
て
異
議
申
立
て
を
し
た
い
旨
表
明
さ
れ
た
と
き
、
老
人
ホ
ー
ム
や
そ
の

他
の
居
住
施
設
へ
の
入
居
を
求
め
る
申
立
て
の
要
求
へ
の
同
意
を
拒
絶
す
る

と
き
、
申
立
人
が
精
神
保
健
法
第
八

一
。
二
三
条
に
よ
っ
て
暫
定
的
な
権
限

を
要
求
す
る
と
き
な
ど
、
他
の
状
況
の
下
に
お
い
て
は
、
訴
訟
代
理
人
の
選

任
は
必
要
的
で
あ
る

（精
神
保
健
法
第
八

一
。
一
〇
回
図
、
団
、
国

条
）
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
理
由
を
示
す
よ
う
に
命
じ
る
本
件
命
令
は
、
精
神
保

健
法
第
八

一
。
一
〓
一０

条
に
よ
る
暫
定
的
後
見
人
の
選
任
と
い
う

一
時
的

な
救
済
方
法
を
含
ん
で
い
た
が
、
こ
の
指
令
だ
け
で
も
訴
訟
代
理
人
の
選
任

を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
以
下
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、

レ
ヴ
イ
ン
氏
は
老
人
ホ
ー
ム
や
そ
の
他
の
居
住
施
設
へ
移
る
こ
と
に
同
意
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
に
ま
で
無
能
力
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

当
裁
判
所
の
見
解
に
お
い
て
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
は
法
定
後
見
人
の
選
任
に
対

し
て
も
同
様
に
同
意
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
無
能
力

で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
が
当
該
申
立
て
に
異
議
を
述
べ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
者
と
同
じ
立
場
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
お
い
て
も
ま
た
、
訴
訟
代
理
人
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

精
神
保
健
法
第
八

一
編
は
裁
判
所
査
定
官
の
選
任
及
び
そ
の
義
務
に
つ
い



て
詳
細
な
規
定
を
含
ん
で
い
る
が
、
訴
訟
代
理
人
が
裁
判
所
査
定
官
の
職
務

の
大
部
分
を
行
え
な
い
理
由
は
存
在
し
な
い
。
実
際
上
の
問
題
と
し
て
、
裁

判
所
査
定
官
と
訴
訟
代
理
人
の
両
方
を
選
任
す
る
こ
と
は
、
本
件
の
よ
う
に

比
較
的
限
ら
れ
た
財
産
し
か
有
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
無
能
力
で
あ

る
．と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
の
財
産
を
使
い
尽
く
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
手
ん

で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
に
訴
訟
代

理
人
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
な
場

合
に
は
、
裁
判
所
査
定
官
を
選
任
し
な
い
こ
と
が
実
務
上
よ
り
妥
当
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

本
件
係
属
中
事
件
に
お
い
て
は
、
本
件
申
立
て
が
な
さ
れ
た
時
点
に
お
い

て
レ
ヴ
イ
ン
氏
は
病
院
の
居
住
者
で
あ

っ
た
の
で
、
こ
の
事
実
に
よ
つ
て
裁

判
所
は
精
神
保
健
法
務
サ
ー
ビ
ス
を
裁
判
所
査
定
官
な
い
し
は
訴
訟
代
理
人

の
い
ず
れ
か

一
方
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
の
両
者
と
し

て
選
任
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

（精
神
保
健
法
第
八

一
・
〇
九

国

回
、

団

『
第
八

一
。
一
０
回

条
）。
こ
の
よ
う
に
精
神
保
健
法
務
サ
ー
ビ
ス
は
い

ず
れ
か
の
機
能
を
は
た
す
の
に
十
分
な
専
門
的
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
を

立
法
府
が
認
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
代
理
の
形
式
が
訴
訟
代
理
人
に
選
任
さ

れ
、
裁
判
所
査
定
官
と
本
質
的
に
同
じ
職
務
を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
理

由
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
由
を
示
す
よ
う
に
命
じ
る

命
令
に
含
ま
れ
て
い
る
、
裁
判
所
査
定
官
が
選
任
さ
れ
た
と
被
告
に
知
ら
せ

る
、
正
式
の
制
定
法
上
の
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
査
定
官
の
選
任

を
し
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
訟
代
理
人
が
選
任
さ
れ
た
限
り
に
お
い
て
は
、

当
該
手
続
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る

（精
神
保
健
法
第

八

一
・
四
二
囲

条
参
照
）。

レ
ヴ
イ
ン
氏
を
裁
判
所
に
連
れ
て
く
る
こ
と
が
身
体
的
に
不
可
能
で
あ
る

の
で
、
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー

一
般
病
院
に
お
い
て
本
件
申
立
て
の
結
果
報
告
日

に
審
理
が
開
始
し
た

（精
神
保
健
法
第
八

一
。
一
一
回

条
）。
無
能
力
で
あ

る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
に
対
し
て
審
理
に
出
席
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
趣

旨
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
一
つ
は
、
そ
の
者
の
能
力
に
つ
い
て
裁

判
所
が
裁
判
所
自
身
の
印
象
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。

一
九
九
三
年
五
月
七
日
に
患
者
を
診
察
し
た
精
神
科
医
の
証
一言
な
ら
び

に
裁
判
所
自
身
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
レ
ヴ
イ
ン
氏
が
全
く
審
理
に
参
加
で
き

ず
、
か
れ
が
ず
つ
と
出
席
し
続
け
て
も
何
ら
意
味
の
あ
る
参
加
に
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

つ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
の
成
人
の
息
子

を
証
人
と
し
て
罰
則
付
で
召
喚
す
る
こ
と
を
許
す
た
め
に
、
五
日
後
に
審
理

が
裁
判
所
に
お
い
て
続
け
ら
れ
た
際
に
、
レ
ヴ
イ
ン
氏
が
さ
ら
に
出
席
し
続

け
る
こ
と
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

（精
神
保
健

法
第
八

一
二

一
回
囲

条
）。

四

一
七

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
イ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件



法
政
研
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五
巻

一
号

含
一〇
〇
〇
年
）

本
件
審
理
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
い
て
、
法
定
後
見
人
の
選

任
は
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
身
上
の
必
要
を
満
た
し
、
そ
し
て
か
れ
の
財
産
と
財
産

上
の
事
柄
を
管
理
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
、
と
当
裁
判
所
は
判
示
す
る

も
の
で
あ
る

（精
神
保
健
法
第
八

一
。
〇
二
回

囲

条
）。
し
か
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
法
定
後
見
人
の
選
任
が
正
当
化
さ
れ
る
前
に
、
無
能
力
で
あ
る
と

申
し
立
て
ら
れ
た
者
は
当
該
法
定
後
見
人
の
選
任
に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
は
さ
ら
に
明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
に
基

づ
い
て
当
該
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
が
制
定
法
の
定
義
す
る

無
能
力
で
あ
る
と
認
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
審
理
中
の
あ
る
時
点

に
お
い
て
、
精
神
保
健
法
務
サ
ー
ビ
ス
の
訴
訟
代
理
人
の
職
員
が
、
訴
訟
代

理
人
と
し
て
自
分
は
法
定
後
見
人
の
選
任
に
同
意
す
る
つ
も
り
だ
、
そ
し
て

さ
ら
に
、
自
分
の
依
頼
人
は
当
該
選
任
に
対
し
て
何
ら
反
対
の
声
を
発
し
て

い
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
当
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
で
は
無
能

力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
が
実
際
に
法
定
後
見
人
の
選
任
に
同
意
し

た
と
い
う
認
定
の
裏
付
け
と
な
る
の
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
無
能
力
を
立
証
す
る
こ
と
が
申
立
人
に

義
務
と
し
て
課
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
件
係
属
中
の
手
続
に
お
い
て
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
が
、
老
年
期
脳
疾
患
、
動

脈
硬
化
の
悪
化
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
い
ず
れ
か

一
つ
か
二
つ
又
は
す
べ

四

一
人

て
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
重
い
進
行
性
の
痴
果
を
患
っ
て
い
る
こ
と
を
、

精
神
科
医
の
証
言
が
、
病
院
の
治
療
記
録
と
あ
い
ま
っ
て
、
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
こ
の
七
九
才
の
男
性
と
意
思
伝
達
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い

に
し
て
も
困
難
で
あ
り
、
か
れ
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
発
す
る
こ
と
の
で
き

る
い
く
つ
か
の
言
葉
を
発
す
る
以
外
に
は
通
常
言
葉
を
発
し
な
い
ま
ま
で
い

る
。
か
れ
の
置
か
れ
た
状
態
が
改
善
さ
れ
る
予
後
は
存
在
せ
ず
、
精
神
科
医

は
、
生
存
し
て
ゆ
く
た
め
の
二
四
時
間
体
制
の
世
話
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、

レ
ヴ
イ
ン
氏
が
特
殊
技
能
を
有
す
る
養
護
施
設
に
入
る
こ
と
を
勧
め
て
い
た
。

か
く
し
て
、
申
立
人
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
は
身
上
の
必
要
性
と
財
産
管
理
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
害
を
被
り
や
す
い
人
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
の
本
質
と
結
果
を
十
分
に
理
解
し
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
制
定
法

（精
神
保
健
法
第
八

一
。
〇
二

国

団
、

囲

条
）
が
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
無
能
力
者

（〓
ｏ

，
り

，
ｏ
い一ｐ
”ｏ
口
Ｕ
ｑ
り
ｏ
し

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
明
白
か
つ
説
得
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
し
た
と

当
裁
判
所
は
判
示
す
る
。
こ
の
結
論
を
得
る
に
あ
た
り
、
当
裁
判
所
は
精
神

保
健
法
第
八

一
。
〇
二
０

条
と
０

条
に
含
ま
れ
る
諸
要
因
を
評
価
し
て
、

か
れ
の
機
能
的
な
レ
ベ
ル
と
機
能
的
な
限
界
に
つ
い
て
ま
ず
第

一
の
考
慮
を

払

っ
た
の
で
あ
る
。

当
裁
判
所
が
無
能
力
の
決
定
を
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
前
に
レ
ヴ
ィ



ン
氏
が
お
そ
ら
く
無
能
力
に
な
っ
て
い
な
い
間
に
作
成
し
た
委
任
状

３
ｏ
■
Ｒ

ユ

聟
ざ
ヨ
０
く
）
と
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権

（す
ｏ
Ｌ
３

８
３

０
「ｏ
ｘ
ｔ

に
よ
っ
て
、
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
べ
き

か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
成
年
の
息
子
の
審
理
中
に
お
け
る
証
言
は
あ
い

ま
い
で
は
っ
き
り
し
な
い
、
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
息
子

は
、
父
を

一
九
九
二
年
に
入
院
し
て
か
ら
何
回
見
舞

っ
た
か
、
最
後
に
病
院

を
訪
れ
た
の
は
い
つ
で
あ

っ
た
か
、
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら

に
、　
一
九
九

一
年
の
終
り
頃
に
か
れ
の
父
が
退
職
し
た
後
で
、
か
れ
は
家
族

で
経
営
し
て
い
る
印
刷
会
社
の
経
営
を
掌
握
し
、
そ
の
社
長
に
な
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
が
、
か
れ
の
父
が
当
該
事
業
に
つ
い
て
継
続
し
て
株
や
株
か
ら

生
じ
る
利
益
を
有
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
あ
い
ま
い

で
あ

っ
た
。
同
様
に
か
れ
は
、
数
年
前
に
父
の
家
は
売
ら
れ
た
と
証
言
し
た

が
、
売
買
代
金
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
金
は
私
的
な
看
護
義
務
を
果
す
た
め

に
す
べ
て
現
金
で
の
支
払
い
に
使
わ
れ
た
と
述
べ
た
以
外
に
は
、
説
明
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

特
に
、
医
療
扶
助
制
度

（〓
ｏ
●
いｏ
Ｌ
ι

の
申
請
を
提
出
し
な
か

っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
病
院
の
職
員
が

一
九
九
二
年
九
月

か
ら

一
一
月
に
か
け
て
少
な
く
と
も
十
回
は
、
会
っ
て
話
し
合
う
か
、
医
療

扶
助
制
度
の
申
請
を
終
え
る
こ
と
に
協
力
す
る
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
又
は
両

方
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
の
に
、
返
事
を
し
な
か
つ
た
の
か
、
レ

ヴ
イ
ン
氏
の
息
子
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
。

か
れ
が
証
人
と
し
て
証
言
の
最
中
に
行

っ
た
、
必
要
書
類
は
既
に
提
出
さ

れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
医
療
援
助
を
求
め
る
申
請
が
認
め
ら

れ
な
か
つ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
主
張
は
、　
一
九
九
二
年

二
月
二
五
日
付
の
フ
ェ
デ
ラ
ル

・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
よ
つ
て
配
達
さ
れ
た
手

紙
を
か
れ
が
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
つ
て
偽
り
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
通
信
に
お
い
て
、
病
院
代
行
患
者
金
銭
サ
ー
ビ
ス
の
代
表
者

が
、
当
該
申
請
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
た
上
で
、
病
院
に
よ
つ

て
提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
未
払
残
高
の
支
払
の
た
め
の
措
置
が
な

さ
れ
る
こ
と
、
弁
済
計
画
の
た
め
の
措
置
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
を
要
求
し
て

い
た
の
だ
。
証
人
は
、
証
言
時
に
裁
判
所
の
命
令
に
従
っ
た

一
定
の
文
書
を

提
出
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
要

す
る
に
、
当
裁
判
所
は
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
は
委
任
状
に
よ
っ
て
与
え
ら

れ
た
権
限
行
使
が
で
き
な
い
か
又
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
と
い
う
結
論
を

下
し
、
か
れ
が
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
に
従
っ
て
将
来
決
定
を
行
う
能

力
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
重
大
な
疑
念
を
抱
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
前
に
裁
判
所
が
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要

四

一
九

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
イ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ツ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件



法
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年
）

因
の

一
つ
が
、　
一
般
債
務
法

（ｏ
ｏ
３
３
一
ｏ
〓
一ｏ
聟
ご
房

Ｆ
Ｄ
Ｅ
）
に
従
っ

て
既
に
な
さ
れ
て
い
る
委
任
状
の
作
成
と
公
衆
衛
生
法

（「
Ｅ
堅
ご

工
ｏ
２
多

Ｆ
●
■
）
に
基
い
て
な
さ
れ
た
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
人
の
選
任
で
あ
る

（精
神
保
健
法
第
八

一
・
一
九
回

条
）。
実
際
、
裁
判
所
査
定
官
の
列
挙
さ

れ
て
い
る
責
任
の

一
つ
は
、
無
能
力
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
者
が
、
委

任
状
や
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
や
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
に
よ
っ
て
、

代
理
人
選
任
や
委
任
を
行
な
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
す
る
情
報
を
裁
判
所
に

提
供
す
る
こ
と
で
あ
る

（精
神
保
健
法
第
八

一
・
〇
九
同

国

囲

条
）
。
さ

ら
に
法
定
後
見
人
に
与
え
ら
れ
る
権
限
は
非
常
に
広
汎
に
及
ぶ
が
、
法
定
後

見
人
は
こ
の
よ
う
な
代
理
人
選
任
や
委
任
を
撤
回
す
る
こ
と
を
明
示
的
に
禁

じ
ら
れ
て
い
る

（精
神
保
健
法
第
八

一
二

〓
一
国

囲

条
）
。
精
神
保
健
法

第
八

一
編
の
本
条
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
法
改
正
委
員
会
の
意
見

（
ｒ
●
Ｅ

コ
２
〓
ｏ
コ
Ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
一協
ご
コ

ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
８
一３

に
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
法
定
後
見
人
が
委
任
状
や
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
を
撤
回
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
は

「即
効
型
継
続
的
委
任
状

ａ
暑
●
σ
ご
「
ｏ
■
ｑ
し
、

停
止
条
件
付
継
続
的
委
任
状

（
３
「
一屋

一８

Ｑ
ξ
●
σ
ご

●
ｏ
■
Φ
あ

０
「

０
鮮
０
■
５
０
く
）、
中
義
塞
死
拒
習
不
童
日
（
口
０
　
２
〇
一　
コ
０
∽
Ｃ
∽２
一Ｄ
一ｏ
Ｏ
「Ｑ
Ｏ
「∽
）
、

身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
、
そ
し
て
リ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ウ
ィ
ル
の
作
成
を
奨

励
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
政
策
と

一
致
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

四
二
〇

（
ニ
ュ
‥
ヨ
ー
ク
州
マ
ッ
キ
ー
ニ
ー
統
合
法
典
第
三
四
Ａ
巻
二
六
二
頁
の
精

神
保
健
法
第
八

一
ｏ
三
二
条
の
後
に
転
載
さ
れ
た
法
改
正
委
員
会
の
意
見
）
。

レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
に
与
え
ら
れ
た
委
任
状
は
、　
一
般
債
務
法
第
五
編
に

規
定
さ
れ
て
い
る
制
定
法
上
の
略
式
委
任
状

（∽ご
ご
ざ
ミ

∽
〓
ｏ
■

ざ
『ヨ
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
は

「
こ
の
委
任
状
は
後
に
生
じ
る
本
人
の
障
害
や
無

能
力

（
一３
ｏ
ヨ
Ｂ
一３
８
）
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
な
い
」
（
一
般
債
務
法

第
五
‥
〓
ハ
〇

一
囲

条
）
と
い
う
陳
述
を
含
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、　
一

般
債
務
法
第
五
＝
〓
ハ
〇

一
０

条
の
下
で
は
、
委
任
状
に
お
い
て
指
名
さ
れ

た
代
理
人

（２
８
ヨ
ｏ
下
一ヨ
‐ご
２
）
の
権
限
は
後
に
生
じ
る
障
害
や
無
能
力

に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
た
り
終
了
さ
れ
た
り
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
「後
に

当
該
本
人
に
対
し
て
心
神
喪
失
者
補
佐
人

（８
ヨ
ヨ
〓
８
）
ゃ
財
産
管
理

人

（８
３
ｑ
く
２
ｏ
じ

が
選
任
さ
れ
る
」
場
合
に
は
、　
一
般
債
務
法
第
五
‥

一
六
〇

一
０

条
は
、
代
理
人
は
心
神
喪
失
者
補
佐
人
や
財
産
管
理
人
に
対

し
て
責
任
を
負
う

（３
８
ｃ
ョ

一３

ょ
う
に
命
じ
て
い
る
。
立
法
府
が

「制
定
法
が
財
産
管
理
人
や
心
神
喪
失
者
補
佐
人
と
い
う
用
語
を
使

っ
て
い

る
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
文
脈
上
そ
の
よ
う
な
解
釈
が
無
理
な
場
合
を
除

い

て
は
、
当
該
制
定
法
は
明
文
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
定
後
見
人
と
い
う

用
語
を
含
む
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
（
一
九
九
二
年
法
律

第
六

九
八
章

第
四
条
、
改
正
さ
れ

一
九
九
二
年
四
月

一
日
発
効
）
と
規
定
し
て



い
る
の
だ
か
ら
、　
一
般
債
務
法
の
当
該
条
文
は
精
神
保
健
法
の
第
八

一
編
の

規
定
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
法
定
後
見
人

（Ｑ
Ｅ
Ｄ
己
ご
３
じ

に
対
し
て
も
適

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

一
般
債
務
法
第
五
‥
一

六
〇

一
②

条
は
、
心
神
喪
失
者
補
佐
人
や
財
産
管
理
人

⌒法
定
後
見
人
）

に
対
し
て
本
人
と
同
様
の

「当
該
委
任
状
の
す
べ
て
又
は
あ
ら
ゆ
る
部
分
を

撤
回
し
、
停
止
し
、
終
了
さ
せ
る
」
権
限
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は

も
ち
ろ
ん
精
神
保
健
法
第
八

一
・
二
二
〇

０

条
の
規
定
と
直
接
に
抵
触
す

スυ
。精

神
保
健
法
第
八

一
編
を
制
定
し
た
理
由
は
、
そ
れ
に
関
連
す
る
立
法
と

司
法
の
歴
史
を
も
包
含
し
て
、　
一
般
債
務
法
第
五
‥
一
六
〇

一
条
の

一
定
の

部
分
の
継
続
的
な
有
効
性
、
特
に
法
定
後
見
人
が
委
任
状
を
撤
回
す
る
権
限

を
も
つ
こ
と
に
対
し
て
疑
義
を
生
じ
さ
せ
る
。
最
高
裁
判
所
は
、
精
神
保
健

法
旧
第
七
七
編
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
財
産
管
理
人
の
権
限
は
、
老
人
ホ
ー

ム
に
入
所
さ
せ
る
な
ど
の
身
上
に
関
す
る
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
と
区
別
さ

れ
る
、
被
財
産
管
理
人
の
財
産
の
管
理
に
制
限
さ
れ
て
い
る
、
と
判
示
し
て

い
る

（グ
リ
ン
カ
ー

［
ロ
ー
ズ
］
事
件
、
コ

ｚ
く
ＮＱ
ざ
ω
［８
２
∪
。
こ
の

判
決
を
下
す
に
あ
っ
た
っ
て
、
最
高
裁
判
所
は
さ
ら
に
、
財
産
管
理
人
を
選

任
す
る
と
い
う
こ
と
は
本
人
の
精
神
状
態
と
本
人
が
財
産
上
の
事
柄
を
管
理

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
の
間
に
表
面
的
な

（８
８
２
）
関
連
性
が
存
在

す
る
の
で
な
け
れ
ば
正
当
化
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ
の

後
、
立
法
府
は
、
第
八

一
編
を
制
定
し
て
旧
第
七
七
編
と
旧
七
八
編
に
お
い

て
要
求
さ
れ
た

「診
断
上
の
レ
ッ
テ
ル
」
を
排
除
し
、
本
人
が
機
能
的
に
身

上
監
護
や
財
産
管
理
の

一
方
ま
た
は
双
方
を
満
た
す
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
り

不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
見
地
か
ら
無
能
力
を
定
義
し
た

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
マ
ッ
キ
ー
ニ
ー
統
合
法
典
第
二
四
Ａ
巻
三
二
五
頁
の
精
神
保
健
法
第
八

一
・
〇
二
条
の
後
に
転
載
さ
れ
た
法
改
正
委
員
会
の
意
見
を
参
照
）
。
立
法

府
は
無
能
力
者
に
対
し
て
は
最
も
制
限
的
で
な
い
形
態
の
介
入
を
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
法
定
後
見
人
の
権
限
は
無
能
力
者

本
人
の
必
要
性
に
合
う
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た

（精
神
保
健
法
第
八

一
・
〇

一
条
）。

第
八

一
編
の
制
定
の
背
後
に
あ
る
根
本
的
な
原
理
に
基
づ
け
ば
、
「障
害
」

や

「無
能
力
」
と
い
う
言
葉
は
精
神
保
健
法
第
八

一
編
に
よ
る
法
定
後
見
人

の
選
任
と
の
間
に
も
は
や
関
連
性
を
も
た
な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
、
た
と
え
ば
本
人
の
財
産
上
の
事
柄
の
管
理
に
関
し
て
最
小
限
の
介

入
を
す
る
た
め
に
選
任
さ
れ
た
法
定
後
見
人
は
、
委
任
状
を
撤
回
す
る
権
限

を
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、こ
の
よ
う
な
権
限
は
精
神
保
健
法
第
八

一
・
三
二
同

０

条
の
下

に
お
い
て
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
係
属
中
事
件
に
お
い
て

四
二

一

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件
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法
定
後
見
人
が
選
任
さ
れ
た
と
し
て
も
、
以
前
に
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
に
与

え
ら
れ
た
委
任
状
を
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
に
、
も
し
法
定
後
見
人
が
、
同
じ
意
思
決
定
の
権
限
が
以
前
に
委

任
状
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
権
限
を
受
け
た
者

が
自
ら
の
義
務
を
果
そ
う
と
し
な
い
し
、
又
は
果
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

に
も
、
本
人
の
財
産
の
維
持
の
た
め
に
責
任
あ
る
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
異
常
な
事
態
で
あ
ろ
う
。

本
件
係
属
中
事
件
に
お
い
て
は
、
当
裁
判
所
は
暫
定
的
な
法
定
後
見
人
が

レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
残
さ
れ
た
人
生
の
間
か
れ
の
財
産
管
理
の
た
め
に
永
続
的
な

法
定
後
見
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
法
定
後
見

人
は
以
前
に
作
成
さ
れ
た
委
任
状
を
撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
有
効
な
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
適
切
な
場
合
に
お
い
て
当
該
委
任

状
を
撤
回
す
る
固
有
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
何
も
妨
げ
る
べ
き
で
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
当
裁
判
所
は
委
任
状
に
よ
る
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
の
選

任
と
か
れ
へ
の
権
限
の
付
与
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
ら
に
命
じ
る
。

法
定
後
見
人
は
財
産
管
理
に
関
し
て
以
前
に
作
成
さ
れ
た
本
件
委
任
状
に
含

ま
れ
て
い
た
の
と
同
じ
権
限
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
法
定

後
見
人
は
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
病
院
や
そ
の
他
で
の
身
上
に
関
す
る
世
話
の
支
払

の
た
め
に
利
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
政
府
と
民
間
の
給
付
金
の
申
請
を
す
る
権

四
三
二

限
を
特
に
認
め
ら
れ
る

（精
神
保
健
琺
第
八

一
・
二

一
回

囲
条
）。
さ
ら
に
、

法
定
後
見
人
は
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
や
そ
の
他
の
者
に
よ
つ
て
保
留
さ
れ
て

き
た
か
も
し
れ
な
い
、
不
動
産
の
売
買
代
金
を
含
む
が
そ
れ
に
限
定
さ
れ
な

い
、
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
財
産
を
発
見
す
る
た
め
の
訴
訟
を
開
始
す
る
権
限
を
与

え
ら
れ
、
ま
た
当
該
訴
訟
を
開
始
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る

（精
神
保
健
法

第
八

一
・
四
四
条
）。

当
該
裁
判
所
は
本
件
訴
訟
手
続
の

一
部
と
し
て
委
任
状
は
撤
回
さ
れ
る
べ

き
だ
と
命
じ
た
が
、
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
こ

れ
と
同
じ
結
論
が
導
か
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。　
一
般
的
に
言
っ
て
、
無

能
力
者
の
身
上
の
必
要
に
応
じ
る
た
め
に
選
任
さ
れ
た
法
定
後
見
人
は
、
通

常
の
あ
る
い
は
重
大
な
危
険
を
伴
う
医
療
の
提
供
や
老
人
ホ
ー
ム
や
居
住
型

ケ
ア
施
設
へ
の
入
所
に
つ
き
同
意
を
与
え
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
こ
と
を
含

む
が
そ
れ
に
限
定
さ
れ
な
い
、
広
汎
な
権
限
を
付
与
さ
れ
う
る

（精
神
保
健

法
第
八

一
二

〓
一
回
回
、
団

条
）。
し
か
し
な
が
ら
、
委
任
状
の
撤
回
が

禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
法
定
後
見
人
は
公
衆
衛
生
法
第
二
九
八

一

条
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
を
撤
回
す
る
こ
と
も

ま
た
許
さ
れ
な
い

（精
神
保
健
法
第
八

一
二

〓
一
同

囲

条
）
。
し
か
し
な

が
ら
、
委
任
状
に
関
す
る

一
般
債
務
法
の
規
定
と
は
異
な
り
、
「代
理
人
が

合
理
的
に
み
て
、
利
用
で
き
ず
、
本
編
の
義
務
を
履
行
す
る
意
欲
と
能
力
を



有
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
」
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
を
も
つ

代
理
人
を
解
任
す
る
特
別
の
訴
訟
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｌ
Ｒ
第

四
編
に
よ
っ
て
明
文
の
制
定
法
上
の
権
限
が
存
在
し
て
い
る

（公
衆
衛
生
法

第
二
九
九
二
囲

条
）。
こ
の
よ
う
な
特
別
の
訴
訟
手
続
を
開
始
す
る
権
限
を

有
す
る
申
立
人
に
は
、
本
人
の
財
産
管
理
人
や
心
神
喪
失
者
補
佐
人
が
含
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
す
で
に
論
じ
た
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
は
精
神
保
健

法
第
八

一
編
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
法
定
後
見
人
も
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
係
属
中
の
手
続
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
法
定
後
見
人
は
、

公
衆
衛
生
法
第
二
九
九
二
条
に
よ
っ
て
、
身
上
監
護
に
関
す
る
代
理
権
を
も

つ
代
理
人
と
し
て
の
レ
ヴ
ィ
ン
氏
の
息
子
を
解
任
す
る
特
別
の
訴
訟
手
続
を

開
始
す
る
権
限
を
有
す
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
任
意
後
見
と
法
定
後
見
の
競
合
に
関
す
る

一
つ
の
判
例

―
―
無
能
力
者
と
思
わ
れ
る
ア
ル
バ
ー
ト
・
レ
ヴ
ィ
ン
に
法
定
後
見
人
を
選
任
す
る
こ
と
を
ロ
ッ
チ
ェ
ス
タ
ー
一
般
病
院
が
申
し
立
て
た
事
件

四
二
三


